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各 位 
                   上 場 会 社 名 株 式 会 社 Ｊ Ｓ Ｐ 
                   代 表 者 名 代表取締役社長 塚 本 耕 三 
                            (コード番号：7942、東証第 1 部) 
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                            経 理 部 長 小 森  康 
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（訂正）「平成 26 年 3 月期決算短信〔日本基準〕（連結）」の 

一部訂正に関するお知らせ 

 

 平成 26 年 4 月 30 日に公表いたしました「平成 26 年 3 月期決算短信〔日本基準〕（連結）」に

つきまして、記載内容の一部に修正すべき事項がありましたので、下記の通りお知らせいたしま

す。 

なお、訂正箇所につきましては  下線を付して表示しております。 

 

記 

【修正の内容】 

  ９頁  

<修正前> 

（３）中長期的な会社の経営戦略 

当社グループは、安全と環境対応を重視した国際競争力のある企業として、地球環境に優しい

製品づくりを通じて社会に貢献することが使命であると考えております。 

連結中期経営計画では、「深化と成長」をビジョンに掲げており、持続的成長を継続するために、

現有技術のブラッシュアップを通じ、現行技術のレベルアップを図ると共に、新たな事業領域を

切り開くための新技術の創出、新用途開拓による市場の育成に取り組み、事業基盤の強化・拡大

を図ってまいります。 

 

当社グループは、平成 27 年３月期を最終年度とする連結中期経営計画「Deepen & Grow」を

策定しており、その具体的な骨子は以下のとおりです。 

① 既存事業の強化 

② 海外事業の拡充 

③ 新規事業の創出 

 

最終年度である平成 27 年３月期の数値目標は以下のとおりです。 

① 売 上 高 117,000 百万円 

② 営業利益  7,100 百万円 

 

 

 

 

連絡先の役職氏名 



<修正後> 

（３）中長期的な会社の経営戦略 

当社グループは、安全と環境対応を重視した国際競争力のある企業として、地球環境に優しい

製品づくりを通じて社会に貢献することが使命であると考えております。 

連結中期経営計画では、「深化と成長」をビジョンに掲げており、持続的成長を継続するために、

現有技術のブラッシュアップを通じ、現行技術のレベルアップを図ると共に、新たな事業領域を

切り開くための新技術の創出、新用途開拓による市場の育成に取り組み、事業基盤の強化・拡大

を図ってまいります。 

 

当社グループは、平成 27 年３月期を最終年度とする連結中期経営計画「Deepen & Grow」を

策定しており、その具体的な骨子は以下のとおりです。 

① 既存事業の強化 

② 海外事業の拡充 

③ 新規事業の創出 

 

同計画の最終年度である平成 27 年３月期の数値目標は以下のとおりです。 

① 売 上 高 110,000 百万円 

② 営業利益率    8％ 

 

尚、平成 27 年３月期の業績見通しは、４頁に記載したとおりです。 

 

以 上 


